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(57)【要約】
【課題】観葉植物の根元部材として苔玉ではなく、苔玉
自体を鑑賞物とする。
【解決手段】所望形状に形成して保形性を維持した保水
芯体の表面に適宜な苔を繁殖させた苔玉本体１を、適宜
な器３に固定すると共に、人工装飾体（目部材２１、口
部材２２、手部材２３、鼻部材２４、髪部材又は頭装飾
部材２５）を、前記苔玉本体１に装着して所望の装飾形
態に形成する。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　所望形状に形成して保形性を維持した保水芯体の表面に適宜な苔を繁殖させた苔玉本体
を、皿状容器に固定すると共に、人工装飾体を前記苔玉本体に装着して所望の装飾形態に
形成してなることを特徴とする苔玉鑑賞物。
【請求項２】
　保水芯体を、適宜な個所に突出部を設けた形状として、突出部を備えた苔玉としてなる
請求項１記載の苔玉鑑賞物。
【請求項３】
　人工装飾体として、動物の眼玉、口、耳等の形状に形成した部材を使用して動物人形に
形成した請求項１又は２記載の苔玉鑑賞物。
【請求項４】
　苔玉本体の突出部を動物の耳に見立ててなる請求項３記載の苔玉鑑賞物。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、苔玉鑑賞物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　苔玉は周知のとおり、適宜な観賞用植物の根元の培土の表面を球状にして、その表面を
苔植物で覆ったものである。
【０００３】
　この苔玉の通常の製出手段は、適宜な植物の根元に土団子（植物培土の表面を、ケト土
を主材としてバーミキュライトを加えたものや、ケト土とムソウを１：１の割合で混ぜた
ものを使用して覆う）を作り、この土団子の表面に苔植物（ハイゴケやミズゴケ等）を貼
り付け、更に苔植物の上から糸を巻いて苔植物が土団子から剥離しないようにしているも
のである。また土団子の形成が煩瑣であるので、土団子に替えてミズゴケ（乾燥ミズゴケ
も含む）やピートモス等適宜な培土等を混合したものなどが採用されている。
【０００４】
　特に鑑賞物としては、皿上に載置して盆栽風としたり（特許文献１：登録実用新案３１
３０１１１号公報）、苔玉に植え付けた植物体を髪の毛に見立て、苔玉の表面をフェルト
で被覆すると共に、表面に目玉等の装飾体をつけてキャラクター化することが提案されて
いる（特許文献２：特開２０１０－２４６４７９号公報）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】登録実用新案３１３０１１１号公報。
【特許文献２】特開２０１０－２４６４７９号公報。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　従前の苔玉鑑賞物は、基本的に苔玉自体ではなく、苔玉の芯体に植え付けられた植物を
鑑賞するためのもので、苔玉はあくまでも、観賞植物の土台となっているに過ぎないもの
である。
【０００７】
　特許文献２においても、苔玉の主体である苔自体はフェルトで被覆されてしまい、苔自
体の面白味は全くない。
【０００８】
　そこで本考案は、苔玉自体の面白味を備えた新規な苔玉鑑賞物を提案したものである。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　本考案に係る苔玉鑑賞物は、所望形状に形成して保形性を維持した保水芯体の表面に適
宜な苔を繁殖させた苔玉本体を、適宜な器に固定すると共に、人工装飾体を前記苔玉本体
に装着して所望の装飾形態に形成してなることを特徴とするものである。
【００１０】
　従って上記苔玉鑑賞物は、表面が苔で覆われた独特の鑑賞物となり、水分を供給するこ
とでその表面の苔を繁殖させ、この繁殖に伴って更に趣が異なるものとなり、鑑賞用植物
の根元部材に過ぎなかった従前苔玉と異なり、苔玉自体が独自の鑑賞物となるものである
。
【００１１】
　また本考案（請求項２）に係る苔玉鑑賞物は、前記において特に保水芯体を、適宜な個
所に突出部を設けた形状として、突出部を備えた苔玉としてなるもので、通常の球形の苔
玉と大きく異なる印象を与える鑑賞物となる。
【００１２】
　また本考案（請求項３）に係る苔玉鑑賞物は、前記の苔玉鑑賞物において、特に人工装
飾体として、動物の眼玉、口、耳等の形状に形成した部材を使用して動物人形に形成した
もので、独特な室内装飾品を提供できるものである。
【００１３】
　更に本考案（請求項４）に係る苔玉鑑賞物は、特に苔玉本体の突出部を動物の耳に見立
ててなるもので、動物人形において、耳部分が人工装飾物体ではなく、本体部分（人形の
頭部）と同様に苔で被覆された形態となるもので、独自の印象を与える鑑賞物となるもの
である。
【考案の効果】
【００１４】
　本考案は、以上のとおり苔玉自体を独自の鑑賞物としたもので、従前の苔玉のような観
賞用植物の付属物（根本の装飾）とは異なる新規な形態の室内装飾となる鑑賞物を提供で
きたものである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本考案の実施形態（第一実施例）の説明図（製造過程を示す）。
【図２】同実施形態（第一実施例）の全体斜視図。
【図３】同別例図（第二実施例）。
【図４】同別例図（第三実施例）。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　次に本考案の実施形態について説明する。本考案の苔玉鑑賞物は、苔玉本体１と、人工
装飾体２と、器３で構成されているものである。
【００１７】
　苔玉本体１は、乾燥ミズゴケやピートモス等の苔栽培に対応できる保水材を、紐で括る
ことで所望の形状（球形に拘わらず、図示のような長方体も含まれる）とした保水芯体１
１を形成し、この表面に苔を植え付けて形成するものである。
【００１８】
　人工装飾体２は、樹脂板や粘土で形成されるもので、例えば苔玉鑑賞物を人形風に形成
しようとした場合には、目部材２１、口部材２２、手部材２３、鼻部材２４、髪部材（頭
装飾部材）２５等を各々個別に形成し、且つ刺突部を付設して苔玉本体１に装着固定でき
るようにしたものである。
【００１９】
　器３は、任意のものでよく、皿状物やカップ状物でも良く、皿状物を採用する場合には
、苔玉本体１を螺装することのできるネジ部材３１を立設固定しておく。
【００２０】
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　苔玉鑑賞体は、前記の苔玉本体１を器３上に、接着剤や前記ネジ部材３１を使用して固
定し、人工装飾体２を苔玉本体１の所定位置に、接着剤を使用し或いは刺突部によって装
着するものである。
【００２１】
　而して図２に例示するとおり、表面が苔で覆われた人形様の鑑賞物となるもので、適時
霧吹きを行ったり、水没させたりして水分を補給すると、苔玉本体１は常時緑色を保持す
ると共に、苔の繁殖によってさらに特異な人形（毛むくじゃらの人形）へと変化するもの
である。
【００２２】
　従って観葉植物のための従前の苔玉と異なり、苔玉自体を鑑賞物としたものであり、さ
らに苔の繁殖によっての変化も楽しめる新規な苔玉鑑賞物を提供できたものである。
【００２３】
　また本考案は前記の第一実施例のように保水芯体１１を一つの球体や長方体とせずに、
突出部を設けた複雑な形状、例えば製出する苔玉鑑賞物を動物人形とする場合など、手、
足、耳などに該当する部分を突出部として形成し、その表面に苔を植え付けて、突出部を
備えた苔玉としても良い。
【００２４】
　特に図２の第二実施例や図３の第三実施例のように、形成しようとする苔玉鑑賞物をウ
サギやネズミの頭部を表現した動物人形としようとする場合には、ウサギの耳に対応した
突出部１２ａやネズミの耳に対応する突出部１２ｂを設けるものである。
【００２５】
　このように形成しようとする鑑賞物の形状に合わせて保水芯体１１の形状を定め、保水
芯体１１の表面に苔を繁殖させ、形成しようとする鑑賞物に合わせて人工装飾体２を決定
し装着するものであり、苔玉を主体とした種々の形態の装飾物とすることができるもので
ある。
【符号の説明】
【００２６】
１　　　　苔玉本体
１１　　　保水芯体
１２ａ，１２ｂ　　　突出部
２　　　　人工装飾体
２１　　　目部材
２２　　　口部材
２３　　　手部材
２４　　　鼻部材
２５　　　髪部材（頭装飾部材）
３　　　　器
３１　　　ネジ部材
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